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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ
明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。

１．心身 ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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第 ９ 回

佐 井 村 郷 土 芸 能 発 表 大 会

－１１月３日・津軽海峡文化館－

▲

主

な

内

容

▼

２
～
５

む
ら
の
話
題

お
し
ら
せ

６
～
７

出
稼
ぎ
現
地
の

み
な
さ
ん

８
～
９

教
育
だ
よ
り

１０
～
‥１１１１一

カ
メ
ラ
ル
ポ

１２
～
１５

保
健
婦
だ
よ
り

１６
～
１７

交
母
だ
よ
り

１８
～
１９

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

２０

戸
籍
の
窓
口



むらの情報を広く掲載いた

します。

身近な情報がありましたら、

総務課まで連絡ください
Ｏ

収

穫

の

秋

に

感

謝

－

第
七
回

佐
井
村
物
産
展
－

十
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日

の
両
日
、
津
軽
海
峡
文
化
館
ア

ル
ザ
ス
を
会
場
に
、
村
の
産
業

を
一
堂
に
集
め
た
「
第
七
回
佐

井
村
物
産
展
」
が
開
催
さ
れ
、

期
間
中
大
勢
の
人
が
訪
ず
れ
て

賑
い
を
見
せ
ま
し
た
。

今
年
収
穫
し
た
農
林
水
産
物

の
共
進
会
、
ア
イ
デ
ア
エ
夫
展

商
工
展
、
健
康
展
、
森
林
展
な

ど
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
午

前
十
時
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ

と
、
訪
ず
れ
た
人
た
ち
で
会
場

い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
人
気

ぶ
り
で
、
即
売
コ
ー
ナ
ー
で
は

両
手
い
っ
ぱ
い
買
い
物
す
る
人

も
み
ら
れ
ま
し
た
。

屋
外
で
は
「
も
ち
つ
き
大
会
」

「
ち
び
っ
こ
広
場
」

な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
に
威
勢
の
よ
い
か

け
声
や
笑
い
声
が
響
き
わ
た
っ

て
い
ま
し
た
。

今
回
の
農
林
水
産
物
共
進
会

で
は
、
次
の
方
々
が
入
賞
し
ま

し
た
。

あ
な
た
の
一
票
を
村
政
に

よ

く

聞

い
て
Ｉ

よ

く

考

え

て

明

る

い

選

挙

村

長

選

挙

十

二

月

二

十

三

日

⑥

投

票

（
告
示
日

十
二
月
十
八
日
収
）

来
年
一
月
十
五
日
任
期
満
了

と
な
る
村
長
選
挙
は
、
今
年
十

二
月
二
十
三
日
㈲
に
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

次
の
点
に
注
意
し
、
投
票
し

ま
し
よ
つヽ
。

▼
投
票
で
き
る
人

Λ
住
所
要
件
▽

平
成
二
年
九
月
十
七
日
以
前

の
住
民
票
作
成
ま
た
は
、
転
入

届
に
か
か
わ
る
者
。

Λ
年
齢
要
件
▽

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
二
十

四
日
以
前
の
出
生
者
。

▼
不
在
者
投
票

①
投
票
当
日
、
次
の
理
由
に
よ

り
自
ら
投
票
所
に
行
っ
て
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

告
不
日
（
十
二
月
十
八
日
㈹
）
）

か
ら
投
票
日
の
前
日
（
十
二
月

二
十
二
日
出
）
ま
で
の
、
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
の
間
に
、
村
選
挙
管
理
委
員

会
へ
印
鑑
を
持
っ
て
お
い
で
く

だ
さ
い
。

●
佐
井
村
の
区
域
外
に
お

い
て
職
務
ま
た
は
業
務
に

従
事
中
で
あ
る
場
合
。

●
や
む
を
得
な
い
用
事
や

事
故
ま
た
は
旅
行
中
の
場

合
。

②
出
稼
ぎ
中
の
人
は
、
出
稼
ぎ

地
か
ら
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
不
在
者
投
票
を
請
求
し
て
、



物

産

展

人

賞

者

農
産
物

Λ
水
陸
稲
▽

玄

米

一
等

上
山

實

二
等

高
橋
ク
リ

三
等

坪
谷
む
っ
子

三
等

萬
谷
良
子

稲

株

一
等

佐
賀
徳
雄

二
等

佐
藤
修
逸

二
等

須
藤

守

二
等

松
村
信
儀

三
等

上
山
正
義

三
等

加
藤
義
一

三
等

川
岸
稔
武

Λ
雑

穀
▽

大

豆

二
等

黒
沢
ツ
ェ

三
等

加
藤
良
子

三
等

佐
藤
キ
ミ

小

豆

二
等

黒
沢

ツ
ェ

三
等

萬
谷
千
代
子

三
等

太
田
ぬ
い

Λ
野

菜
▽

馬
鈴
薯

一
等

福
田
た
っ

二
等

川
谷
（

ル

三
等

荒
川
貞
子

三
等

藤
田
重
良

才
仞
レ

二
等

荒
川
貞
子

り
っ
札
合

二
等

上
山
妙
子

ネ

ギ

二
等

福
田
た
つ

け
当
什

三
等

川
谷
（

ル

勁
リ
リ

三
等

加

腰
洋
子

キ
ャ
ベ
ツ

三
等

加

腰
洋
子

ピ
ー
ｙ
ン

三
等

萬
谷
良
子

水
産
物

Λ
乾

物
▽

以

し
桀

一
等

舘
脇
哲
夫

二
等

舘
脇
誠
一

磊
薐
ｍ
布

一
等

舘
脇
誠
一

牡
髓
卜

三
等

舘
脇
博
二

天
釜

若
布

三
等

舘
脇
敏
雄

天
草（
白
）

二
等

舘
脇
敏
雄

三
等

舘
脇
昌
子

三
等

山
本

正

天
草（
赤
）

三
等

舘
脇
誠
一

三
等

舘
脇
博
二

角

又

三
等

舘
脇
誠
一

え

ご

三
等

宮
川

茂

Λ
加

工
▽

噸

櫁

媼

二
等

横
浜
作
衛

塩
蔵
若
布

三
等

福
田
嘉
一

こ
這
で

三
等

田
中
徳
太
郎

林
産
物

Λ
食

品
▽

な
め
こ

一
等

和
田

功

シ
イ
タ
ヶ

二

等

高

橋

ク

リ

三

等

紀

伊

光

一

三

等

坪

谷

清

三

等

和

田

功

く

り

二

等

藤

田

重

良

生

活

改

善

Λ

食

品

▽

牡

且

い

一

等

温

揚

甼
齟

プ

ド

二

等

上

山
（

ｙ

松

前

漬

三

等

原
談

漂

大
部

言

行

壮

三

等

雷

堡
踞
人
部

よ
も
ぎ
茶

三

等

工

縢
ア

サ

ア

イ

デ

ア
エ

夫

一

等

原
田
小
五

佐

藤

正

美

二

等

福
浦
中
一

越

膳

路

雄

二

等

磯
谷
中
三

横

浜

尚

樹

二

等

原
田
坐
（

田

中

良

二

二

等

磯
谷
中
三

福

田

道

弘

二

等

原
田
坐
（

加
藤
真
知
子

三

等

牛
滝
犬

竹

内

信

子

三

等

福
浦
中
三

田

中

清

子

三

等

福
浦
中
二

田

中

辰

美

三

等

佐
井
中
二

加
藤
久
美
子

三

等

福
浦
中
三

泉

千

穂

子

三

等

磯
谷
士
（

田

中

健

三

等

磯
谷
小
六

横

浜

一

男

三

等

長
後
中
一

大

坂

聡

出
稼
ぎ
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
で
き
ま
す
。

な
お
、
投
票
用
紙
及
び
投
票

用
封
筒
の
発
送
に
つ
い
て
は
、

直
ち
に
（
選
挙
の
期
日
の
告
示

日
前
に
請
求
を
受
け
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
告
示
の
日
前

に
お
い
て
、
選
挙
管
理
委
員
会

が
定
め
る
日
「
十
二
月
十
六
日

以
後
」
）
発
送
い
た
し
ま
す
が
、

出
稼
ぎ
地
で
の
投
票
は
、
告
示

の
日
「
十
二
月
十
八
日
」
以
後

と
な
り
ま
す
。

㈹
不
在
者
投
票
で
き
る
病
院
に

入
院
中
の
人
は
、
病
院
で
投
票

で
き
ま
す
。

院
長
に
申
し
出
る
と
、
院
長

が
本
人
に
代
っ
て
請
求
の
手
続

き
を
取
っ
て
く
れ
ま
す
。

▼
投
票
場
所
及
び
投
票
時
間

投
票
当
日
の
投
票
場
所
及
び

投
票
時
間
は
、
次
の
と
お
り
で

す
か
ら
間
違
わ
な
い
よ
う
投
票

し
ま
し
ょ
う
Ｏ

■
投
票
場
所
及
び
投
票
時
間

■
開
票
所
及
び
開
票
時
間



組

織

強

化

に

ご

協

力

を

／

佐
井
村
社
会
福
祉
協
議
会

气

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割

佐
井
村
住
民
の
福
祉
を
守
り

更
に
高
め
る
た
め
に
は
、
福
祉

問
題
を
調
査
、
討
議
、
更
に
は

知
ら
せ
る
な
ど
、
住
民
に
対
し

て
お
世
話
を
す
る
所
が
必
要
で

す
。お
世
話
役
と
し
て
、
行
政
機

関
で
は
役
場
（
民
生
相
談
課
）

が
あ
り
ま
す
が
民
間
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
（
未
法
人
）
が
当
村
で
も
設

立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二
、
目
的
と
性
格

住
民
が
主
体
と
な
り
、
社
会

福
祉
、
保
健
衛
生
そ
の
他
生
活

の
改
善
向
上
に
関
連
の
あ
る
公

私
関
係
者
の
参
加
、
協
力
を
得

て
、
地
域
の
実
状
に
応
じ
、
住

民
の
福
祉
増
進
を
目
的
と
す
る

民
間
の
自
主
的
な
組
織
で
す
。

三
、
会

員

社
会
福
祉
協
議
会
（
未
法
人
）

は
、
つ
く
ら
れ
て
お
り
ま
す
が

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た

め
全
戸
会
員
制
で
各
せ
帯
ご
と

に
会
費
を
納
め
て
運
営
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

※
あ
か
ち
ゃ
ん
か
ら
お
と
し
よ

り
ま
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
、
そ
れ
が
社
会
福
祉
の
目

標
で
す
。
み
ん
な
が
、
お
互
い

に
さ
さ
え
あ
い
、
助
け
あ
っ
て

こ
そ
住
み
良
い
佐
井
村
が
築
か

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
み
ん
な
で
、
は
げ
ま
し
あ
い

な
が
ら
、
共
に
生
き
る
福
祉
の

村
づ
く
り
の
た
め
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
、
み
ん
な
で
参
加
す

る
社
会
福
祉
協
議
会
の
法
人
化

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
年
度

共
同
募
金
運
動
実
績
に
つ
い
て

「
い
ま
大
切

な
民
間

社
会

福

祉
」
を
テ
ー
マ
に
、
十
月
一
日

か
ら
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い

る
共
同
募
金
に
対
し
、
村
民

の

方
々
か
ら
十
一
月
十
五
日
現
在

で
、
目
標
額
の
一
五
七
％
に
達

す
る
六
六
八
、
一
八
二
円
の
ご

寄
付
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

例
年
ど
お
り
保
育
所
の
子
ど
も

だ
ち
か
ら
寄
付

が
あ
り
、
そ
し

て
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
物

産
展
に
お
い
て
も
、
募
金
箱
に

小
銭
を
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
対
し
て
も
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
付

は
、
全
額
場
共
同
募
金
会
へ
送

金
さ
れ
、
一
部
は
村
へ
還
元
さ

れ
ま
す
。
（
還
元
さ
れ
た
金
額

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
還
元
が

あ
り
し
だ
い
広
報
に
掲
載
し
ま

す
。
）
最
後
に
、
こ
の
共
同
募
金
運

動
の
た
め
に
毎
戸
を
訪
門
し
、

集
金
に
あ
た
ら
れ
た
奉
仕
者
の

み
な
さ
ん
、
忙
し
い
中
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

。林
家
こ
ん
平
洫

演
会

商
工
会
で
は
、
津
軽
海
峡
文

化
館
ア
ル
ザ
ス
に
お
い
て
、
左

記
に
よ
り
落
語
家
「
林
家
こ
ん

平
」
師
匠
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
入
場
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。
村
民
多
数
の
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と

き

十
二
月
十
二
日
水

午
後
七
時
か
ら

▼
と
こ
ろ

ア
ル
ザ
ス
し
お
さ

い
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ

人
生
は
開
け
ご
ま

税

の

な

ん

で

も

相

談

商
工
会
で
は
、
毎
月
一
回
、

税
理
士
に
よ
る
「
税
の
な
ん
で

も
相
談
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

所
得
税
、
住
民
税
、
法
人
税
、

会
社
の
設
立
等
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
相
談
は
無
料
で
す
。

希
望
者
は
、
商
工
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

昔
（
三
八
）
二
二
七
〇

ス

タ

ン

プ

の

交

換

は

お

早

め

に

／
″

現
在
、
商
工
会
ス
タ
ン
プ
会

加
盟
店
で
お
渡
し
の
ス
タ
ン
プ

の
期
限
が
十
二
月
で
切
れ
ま
す

の
で
、
交
換
は
お
早
め
に
が
‥

製 造 事 業 所 の み な さ ん へ

平 成 ２ 年 工 業 統 計 調
査

１２月 ３１日 現 在 で 行 い ま す
Ｏ

●年末から１月にかけて調査員が司います。

ご協力をお願いします。



第
二
・
第
四
土
曜
日
が

休
み
と
な
り
ま
す

一

た

だ

し

、

次

の

施

設

は

従

来

ど

お

り

業

務

を

行

い

ま

す

。

〔
保

育

所

、

診

療

所

、

消

防

分

署

〕

一

ま

た

、

次

の

事

務

は

行

い

ま

す

「
出
生
届
、婚
姻
届
の
受
領
、死
亡
届
の
受
付
、
火
埋
葬
許
可
書
の
発
色

人

権

擁

護

委

員

は

あ
な

た
の
相
談

相
手
で

す

毎
日
の
生
活
の
中
で

な
に
か
お
困
り
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か

夫
婦
間
の
悩
み
、
遺
産
相
続
、

老
後
の
扶
養
、
騒
音
、
悪
臭
、

公
害
、
土
地
境
界
の
争
い
、
交

通
事
故
に
伴
う
こ
と
な
ど
の
困

り
ご
と
、
今
悩
ん
で
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会

に
青
森
地
方
法
務
局
む
つ
支
局

酋
二
四
－

一
〇
〇
四
ま
た
は
、

当
村
の
人
権
擁
護
委
員
の
方
々

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

太
田

正
三
昔
皹
四
一
九
三

加
賀
亀
水
重
酋
囲
二
六
〇
七

佐
々
木
寛
昭
酋
圈
二
二
七
六

街
路
灯
改
善
｛
。
お
ね
が

い〈

街
路
灯
の
早
期
改
善
の
た

め
、
不
良
箇
所
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
改
善
内
容
と
場
所
及
び
電

柱
番
号
（
例
・
牛
滝
幹
線
○
○
）

を
、
地
区
総
代
、
行
政
連
絡
員

を
通
じ
て
、
役
場
民
生
相
談
課

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

し も き た 子 ど も 劇 場 ＝第２回例会＝

舞台劇 「おおさわぎ天神沼」

（劇団風の子）

と き １２月２０日（木）

開場午前５時３０分

開演午後６時２０分

ところ 下北文化会館大ホール

※しもきた子ども劇場では、ただ今、会員

募集中ですＯ

ｊ３ＦⅢしい合・廿は０２２―５２７６まで．．

ま，すます頑張っていまノす

一下 北、二 郎－

村民のみなさんの励ま
しにより「あばれ海峡」

がとツト奨励賞をいただ
きま・した。
現在はクラウンレコー
ドに移籍して、ますます
頑張っています。
これからも応援をよろ
しくぉ願いします。

積 極 的 な 防 犯 活 動 で 表 彰 ＼

一防犯指導隊 佐井支隊－

昭和５４年の結成以来、一致協力して地

域の実情に即した防犯活動が認められ、

このほど開催された「防犯青森県民大会」

において、青森県警察本部長・青森県防

犯協会連合会長から、連名表彰を受けま

した。

老 人 ク ラ ブ に ハ ギ レ を 寄 贈

レディスファッション佐井㈱では、こ

のほど佐井村老人クラブ連合会ヘハギレ

を寄贈しました。

老人クラブでは、毎年冬期間にワラゾ

ウリ作りをしますが、ワラゾウリにはも

ったいない布であり、これをどのように
活用するか役員会で決めたいと話してい

ました。

特設人権相談 のお しらせ

Ｏ日 時 平成２年１２月６日（湘

午前１０時～午後３時
○場 所 農業研修センター

※相談ごとがございましたら、い
っでも委員または民生相談課ま

で。電話手紙などの方法でもか

まいません。

（１２月１５日～１月１５日）

一年の暮れ．

卜 みんなで防犯
明るい正月－



出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
は
な
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
う
れ
る
み
な

さ
ん
、
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

土

肩

に
入
り
、
帰
ら
れ
る
日
が
近
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

時
期
は
毎
年
、
事
故
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

健
康
と
安
全
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
、
家
族
の
待
つ
故
郷
へ
お

帰
り
く
だ
さ
い
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

季

節

労

働

者

職

場

訪

問

毎
年
実
施
し
て
い
る
季
節
労

働
者
職
場
訪
門
を
去
る
十
月
二

十
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の

五
日
間
、
季
節
労
働
者
の
実
態

を
見
聞
調
査
し
、
慰
門
激
励
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

九
月
末
現
在
の
季
節
労
働
者

数
は
三
百
十
三
名
事
業
所
は
百

三
十
八
事
業
所
に
及
ん
で
い
る

た
め
毎
年
五
～
六
事
業
所
の
訪

問
で
は
回
り
切
れ
な
い
の
が
実

態
で
す
。
今
回
は
東
京
都
を
中

心
に
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
で
し

た
が
、
各
事
業
所
共
通
し
て
感

じ
た
こ
と
は
労
働
者
の
み
な
さ

ん
は
「
こ
こ
へ
来
て
良
か
っ

た
。」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
責
任
者
の
方
々
も
心
遣
い

は
十
分
に
な
さ
れ
、
安
全
対
策

健
康
管
理
に
は
特
に
気
を
配
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
最
近
は
、

特
に
労
務
不
足
が
深
刻
化
し
、

宿
舎
等
は
、
冷
暖
房
、
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
付
と
い
う
待
遇
の
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
ど
の
会
社
で

も
労
働
者
に
は
責
任
を
持
つ
の

で
心
配
は
い
ら
な
い
と
い
う
強

い
言
葉
を
い
た
だ
き
安
心
し
て

帰
省
し
ま
し
た
。
家
族
の
み
な

さ
ん
も
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
ま
た
労
働
者
の
み
な
さ

ん
も
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気

を
つ
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

訪 問 者

村 長 東 出 昇

季節労働者対策協議会
会 長 長 尾 金三郎

民生相談課
課 長 若 山 武 夫

〈
今

回

の

訪

問

先

〉

○
訪
問
先

・
東
京
都
千
代
田
区

青
森
県
東
京
事
務
所

・
東
京
都
世
田
谷
区

大
紋
警
備
保
障
㈱

就
労
者

岡
林
武
敏
（
大
佐
井
）

㈲藤本工業

脱スパイクタイヤ運雛 進月間
粉
じ

ん
の

な

い

さ

わ

や

か

な

ま
ち
づ
く
り
を

も
う
み
な
さ
ん
は
、
脱
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
の
心
構
え

が
で
き

ま
し
た
か
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
、
凍
結

路
で
の
制
動
性
能
を
高
め
た
夕

イ
ヤ
で
す
。
し
か
し
、
雪
の
な

い
乾
燥
路
で
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

を
使
用
す
る
と
、
路
面

が
削
ら

れ
粉
じ
ん
が
発
生
し
ま
す
。
こ

の
粉
じ
ん
が
風

な
ど
に
よ
っ
て

舞
い
上
が
り
、
周
辺
住
民
の
健

康
に
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

「
せ
き
こ
む
」
「
た
ん
が
か
ら

む
」「
息
苦
し
い
」「
目
が
痛
む
」

な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る

。
粉
じ
ん

公
害
”
が
そ
れ
で
す
。

こ
う
し
た
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

の
粉
じ
ん
に
よ
る
、
健
康
や
生

活
環
境
へ
の
悪
影
響
を
防
止
す

る
た
め
、
今
年
の
六
月
に
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
法
（
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に

関
す
る
法
律
）
が
成
立
し
ま
し

た
。こ
の
法
律
は
、
粉
じ
ん
公
害

の
な
い
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
社

会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
、

環
境
庁
長
官
が
指
定
す
る
地
域

で
は
、
原
則
と
し
て
ス
ペ
イ
ク

タ
イ
ヤ
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
違
反
し
た
人
に
対

し
て
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。一
方
、
国
の
公
害
等
調
整
委

員
会
の
調
停
に
よ
り
、
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
は
今
年
の
十
二
月
末

で
製
造
が
中
止
さ
れ
、
来
年
三

月
末
に
は
販
売
も
中
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
代
わ
っ

て
冬
用
タ
イ
ヤ
の
主
役
と
し
て

登
場
す
る
の
が
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
で
す
。
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
は
、
ス
パ
イ
ク
を
使
わ

な
い
で
凍
結
路
な
ど
で
の
走
行

性
能
を
可
能
な
か
ぎ
り
高
め
た

タ
イ
ヤ
で
す
。
低
温
で
も
硬
く



・
千
葉
市
幕
張
町

㈲
藤
本
工
業

就
労
者

池
田

洋
フ
ミ

（
原

田
）

・
千
葉
県
千
葉
市

東
栄
興
業
㈱

就
労
者

住
吉
禎
一
（
古
佐
井
）

山
本
信
夫

（
古
佐
井
）

松
本
一
義

（
原

田
）

若
山
一
昭
（
元
古
佐
井
）

・
埼
玉
県
熊
谷
市

平
野
木
材
製
販
㈱

就
労
者

関

忠
義

（
大
佐
井
）

・
埼
玉
県
深
谷
市

㈱
笠
原
建
設

就
労
者

高
久
昭
二
（
川

旦

高
久
建
造
（
川

旦

磯
川
勝
美
（
古
佐
井
）

若
山
茂
喬
（
古
佐
井
）

磯
川
広
美
（
原

哲

木
部
定
一
（
原

田
）

▲東栄興業㈱

▼平野木材製販㈱

▼㈱笠原建設

な
ら
な
い
特
殊
配
合
ゴ
ム
を
使

い
、
溝
の
形
な
ど
も
工
夫
さ
れ

て
い
る
の
で
、
普
通
の
雪
道
で

は
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
と
同
程
度

の
性
能
を
発
揮
し
ま
す
。

そ
の
性
能
は
年
々
向
上
し
て

お
り
、
急
発
進
を
し
な
い
、
控

え
め
な
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
す
る

な
ど
の
タ
イ
ヤ
の
特
性
を
踏
ま

え
た
運
転
操
作
を
行
え
ば
、
冬

道
で
の
安
全
運
転
が
十
分
可
能

で
す
。

粉
じ
ん
公
害
を
な
く
す
た
め

に
は
、
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に

対
し
て
み
ん
な
が
理
解
を
深
め

協
力
を
す
る
こ
と
が
非
常
に
重

要
で
す
。
十
二
月
は
「
脱
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
運
動
推
進
月
間
」

で
す
。
今
年
の
冬
は
、
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
を
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
に
切
り
替
え
、
粉
じ
ん
公

害
に
な
い
住
み
よ
い
環
境
を
み

ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
よ

冬期間

通行止めとなります

・・通行止めの期間

平成２年１２月１日から

平成３年５月１５日まで

失 業 認 定 の 日 程 決 ま る

失業給付の受給資格者の、冬期

間における失業認定日が決まりま

したのでお知らせします。

尚、むっ公共職業安定所の年末

年始の受付事務は、１２月２７日まで

明年は１月５日から受付します。

特例受給資格者の失業認定日

技 能 講 習 の お し ら せ

出かせぎされている皆さん方が、
作業 に必要な知識や技術を身にっ
けることにより、安全で明るい就
労がで きるように下記により技能

講習会を実施します。
１．講習課目 玉掛
２．日 卩寺
平成；３年１月１６日～１７日

（２日間）

３．場 所
学科 下北文化会館
実技 野村建設資材センター

４．受講資格
クレーン、移動式 クレーン、

デリ ック若しくは、揚荷装置
であって、つり上げ荷重若し
くは制限荷重
（イ）１トン以上のものの玉掛の
補助作業に６ヶ月以上ついた
経験を有する者
（口）１ト ン未満のものの玉掛の
業務に６ヶ月以上ついた経験
を有する者

５．募集定員 ５０名

６．受 講 料 無料
７．申込方法
所定の申込書（資格証明書 を
兼ねる）に記入し、返信用封
筒（６２円切手貼付）を添えて、
むつ公共職業安定所へお申し
込み下さい。
（申込書は、むつ公共職業安

定所、市町村出稼窓口にあり

ます。）
８．申込締切
平成３年１月１０日
但し、定員 になりしだい締切
ります。

※詳しいことは、安定所 までお問

い谷わせぐださい。＝



教
育
だ
よ
う

東

北

地

区

子

ど

も

会

育

成

研

究

協

議

会

に

参

加

し

て

佐
井
村
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

会
長

奥

本

利

治

束
北
地
区
子
ど
も
会
連
絡
協

議
会
、
青
森
県
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
が
主
催
す

る
子
ど
も
会

育
成
研
究
協
議
会
は
、
十
一
月

十
日
～
十
一
日
、
県
総
合
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
も
、
東
北
各
地
か
ら

三
三
〇
名
を
超
え
、
ま
ず
開
会

式
で
は
、
県
知
事
、
青
森
市
長
、

県
教
育
長
ら
来
賓
の
臨
席
の
も

と
に
、
永
年
子

ど
も
会
の
模
範

と
な
る
活
動
を
し
て
き
た
六
団

体
と
十
四
名
の
方
々
が
表
彰

さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
佐

井
村
子

ど
も
会
育
成
連
合
会
の

前
会
長
内
田
信
義
さ
ん
も
表
彰

の
栄
に
輝
き
、
新
た
め
て
永
年

の
ご
労
苦
に
対
し
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

一
日
目
は
、
開
会
式
の
あ
と

す
ぐ
に
部
会
協
議
に
入
り
、
六

分
科
会
に
お
い
て
子
ど
も
の
か

か
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。二
日
目
は
、
昨
日
の
分
科
会

の
ま
と
め
と
し
て
全
体
協
議
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
東
北
福
祉
大

学
須
郷
信
夫
教
授
の
「
い
ま
子

ど
も
会
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。私
な
り
に
感
じ
た
こ
と
は
、

今
後
よ
り
地
域
と
密
着
し
た
子

ど
も
会
活
動
を
推
進
し
て
行
く

と
と
も
に
、
子
ど
も
会
の
原
点

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
「
自
主

的
か
つ
創
造
性
に
富
ん
だ
活

動
」
を
進
め
る
上
で
、
親
と
し

て
育
成
者
、
指
導
者
と
し
て
の

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

第９回 ナイターバレヤボール

リ ー グ 戦 成 績 表

１位 おしまこ美人

（女モリづ ）
１に 言Ｊ

佐

井

村

中

央

公

民

館

選

俳

句

西

谷

豊

彦

紛

争

の

ニ

ュ

ー

ス

に

混

る
台

風

禍切

り

売

り

の

西

瓜

や

旅

の

石

畳

磯

伝

い

釣

り

の

糸

追

う

夜

光

虫

足

早

に
和

服

の
女

や
秋

の

駅

畦

残

し
食

用

茸

の

黄

の

盛

り

神

域

の
古

き

碑

光

り

蜻

蛉

群

れ

菊

池

み

や

山

一

つ

分

け

入

る
程

に

紅

葉

増

紅

落

葉

滝

落

ち

ダ

ム

の

岸

に

終

え枯

葉

ふ

む

朽

ち

ゅ

く

も

の

の
軽

さ

知

る

（
せ
せ
ら
ぎ
荘
慰
問
）
三

上

敏

せ

せ

ら

ぎ

の

音

響

く

な

り

露

の

宿饒

舌

も

出

ず

に

老

ゆ

る

秋

時

雨

以
上
二
句

沖

遠

く

歳

月

流

れ
秋

の

闇

安

や

ぎ

の
今

ひ

と

と

き

秋

扇

紅

葉

舞

う

樹

々

の

ざ

わ

め

き

風

立

ち

し

大

坂

し

ん

木

枯

に

松

風

騒

ぐ

夜

の
更

け

う

っ

す

ら

と

蝦

夷

の

山

並

み

雪

化
粧
脱
穀
の
煙
な
び
く
や
野
路
は
秋

木
村
さ
ち
子

蒿
焼
き
を
風
物
詩
と
し
出
稼
ぎ

す竜
胆
の
何
秘
め
た
る
や
花
の
色

狭
き
家
マ
ル
メ
ロ
の
香
に
包
ま

後
れ
毛
を
揺
ら
す
風
に
も
秋
の

色柔
軟
に
し
て
し
た
た
か
な
秋
桜

島
野

房
子

晩
秋
や
背
中
丸
め
て
夫
の
姿

熱
燗
を
揃
い
迎
え
る
秋
の
暮

夕
膳
の
窓
に
さ
し
こ
む
満
月
光

浜
中

よ
ん

箱
根
路
の
展
け
し
眺
め
冬
浅
し

社
司
ひ
と
り
落
葉
掃
き
い
て
朝

早
し
落
葉
踏
む
武
蔵
野
御
陵
人
の
波

浅
漬
に
孤
り
の
わ
れ
や
箸
を
と

り腕
ま
く
り
切
干
し
刻
み
精
尽
く

川
岸
キ
ョ
子

揺
れ
は
げ
し
狭
庭
に
残
る
秋
桜

淡
紅
葉
山
よ
り
里
へ
彩
押
し
く

蹴
ち
ら
し
て
落
葉
踏
み
ゆ
く
登

校
児
緋
の
小
袖
翳
し
て
踊
ゐ
敬
老
会



１位 中道 ひょう きん族

２位 アタ・ツカーズ

（ 男 子 リ ー グ ） ３位 くうねるあそぶ

平
成
三
年
度

佐
井
村
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

村
で
は
、
有
用
な
人
材
を
育

成
し
、
も
っ
て
佐
井
村
の
振
興

に
寄
与
さ
せ
、
一
般
文
化
の
向

上
と
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
次
の
と
お
り
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

▼
貸
付
の
対
象

佐
井
村
に
居
住
す
る
者
の
子

弟
で
、
高
校
、
大
学
、
各
種
技

術
技
能
養
成
機
関
に
在
学
す
る

者
。
▼
奨
学
金
貸
与
の
額

・
大
学
（
医
、
歯
学
部
除
く
）

月
額

二
万
円
以
内

・
高
等
専
門
学
校

三
学
年
ま
で

月
額

一
万
円
以
内

四
学
年
か
ら

月
額

二
万
円
以
内

・
高
等
学
校月
額

一
万
円
以
内

・
養
成
施
設月
額

一
万
円
以
内

・
村
長
が
認
め
る
各
種
技
術
・

技
能
養
成
機
関

月
額

一
万
円
以
内

・
医
・
歯
学
部
等

月
額
二
十
万
円
以
内

※
な
お
、
次
に
該
当
す
る
奨
学

生
に
つ
い
て
は
、
右
の
奨
学
金

貸
与
の
額
に
そ
れ
ぞ
れ
五
千
円

以
内
の
額
を
加
算
し
て
貸
与
す

一
、
母
子
世
帯
ま
た
は
、
生
活

保
護
世
帯
の
奨
学
生
。

二
、
二
人
以
上
の
奨
学
生
の
い

る
世
帯
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奨

学
生
。

▼
貸
与
の
期
間

正
規
の
修
業
期
間
と
す
る
。

▼
奨
学
金
の
償
還
方
法

奨
学
金
は
、
卒
業
後
の
一
年

後
か
ら
奨
学
金
を
受
け
た
期
間

の
二
倍
の
期
間
で
償
還
す
る
。

▼
受
付
期
間

平
成
三
年
四
月
三
十
日
ま
で

▼
申
込
先

佐
井
村
教
育
委
員
会
学
務
係

津
軽
海
峡
文
化
館
ア
ル
ザ
ス
内

昔
囲
四
五
〇
六
・
四
五
〇
七

昂

り
て
迷
う
手
踊
り
秋
日
和

石
戸
美
矢
子

水
よ
り
も
空
か
濁
り
て
秋
と
云

そ
よ
風
に
身
を
く
ね
ら
せ
る
秋

桜木
枯
や
は
し
ゃ
ぐ
夕
餉
の
戸
を

叩
く
落
ち
胡
桃
屋
根
に
響
く
を
聞
い

て
お
り

田
名
部
ヒ
サ

と
も
綱
に
し
ご
か
れ
蓼
の
乱
れ

け
り
野
前
に
顔
埋
め
虻
の
秋
惜
し
む

月
満
ち
て
流
る
る
雲
の
白
さ
か

な群
雲
を
も
が
き
も
が
き
て
月
出

初
め
貰
い
菊
た
っ
ぷ
り
活
け
し
壺
二

つ虹
の
脚
紅
葉
に
七
色
失
せ
に
け

り

川
畑

勲
夫

雪
を
冠
せ
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
の

枝
た
わ
わ

十
一
凡
の
俳
句
正
誤
（
三
上
士
郎
）

（
誤

）

縁

濃

し

足

）

欹

て

ば

台

基

虫

喰

緑

濃

し

短

歌

島
野

房
子

種
蒔
き
て
す
ぐ
に
収
穫
あ
ら
ね

ど
も
努
力
重
ね
て
稔
り
待
つ
べ
し

木
村

さ
ち
子

子
育
て
と
老
舗
の
商
い
切
り
盛

り
す
親
友
は
私
の
刺
激
人
な
り

風
倒
の
コ
ス
モ
ス
な
れ
ど
首
も

た
げ
か
弱
き
中
に
強
か
さ
見
ゆ

石
戸
美
矢
子

ふ
く
ろ
う
の
遠
鳴
く
声
が
続
き

お
り
時
雨
て
常
よ
り
早
き
夕
暮

（
梅
次
賢

墓
一
首
）

川
岸
キ
ョ
子

蓼
の
花
咲
き
満

つ
小
道
具
過

ぎ

行
け
ば
初
吟
行
の
過
ぎ
日
浮
か
ぶ

す
べ
て
を
昇
華
し
若
く
逝
き
た

る
女
に
焼
香
の
列
な
が
な
が
し

（
岩
手
・
宮
城
へ
）

上
山

実

青
と
赤
黄
緑
映
え
る
み
ち
の
く

の
高
速
道
を
越
し
つ
越
さ
れ
つ

紅
葉
燃

ゆ
い
で
湯
の
里
を
尋
ぬ

れ
ば
鳴
子
の
宿
は
雨
の
只
中

天
井
が
葦
萱

ぶ
き
の
こ
の
湯
宿

古
し
き
ま
ま
に
心
和
ら
ぐ

再

び
の
秋
雨
烈
し
き
北
上
路
の

水
満
々
と
湯
田
の
大

ダ
ム

秋
嵐
俄
か
に
去
り
て
花
巻
の
青

葉
館
に
見
る
有
明
の
月

ひ
だ
走
る
南
へ
下
る
高
速
道
つ

づ
く
岩
手

の
秋
の
山
々



第 ９ 回

佐井村郷土芸能発表大会

十
一
日

二
日
、
毋
軽
蒻
峡
文
化
館
し
お
さ
い
木
－

ル
を
会
場
匚

「
箘
九
回
佐
井
村
郷
土
芸
能
発
表
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
口
頃
の

伝
承
活
動
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
七
各
地
区
力
弓
十
二
の
郷
土
芸
能
が
上
演
さ
れ
、
会
場
か

ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
と
き
の
様
子
を
写
真
ご
紹
介
し
ま
す
。





保健婦 だより

ママ 紙オムツを

使わないで．／

赤ちゃんを守って

あげられるのは

お母さんだけ

紙
オ
ム
ツ
を
買
う
前
に

ち
ょ
っ
と
考
え
て
く
だ
さ
い

紙
オ
ム
ツ
が
、
増
え
て
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
の
店
頭
で
、
薬
屋
の

店
先
で
、
一
つ
二
つ
と
紙
オ
ム

ツ
の
パ
ッ
ク
を
買
っ
て
い
く
お

母
さ
ん
の
姿
が
め
だ
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

新
米
お
母

さ
ん
は
い
ち

ば
ん

は
じ
め
、
紙
オ
ム
ツ
を
買
う
の

に
ど
こ
か
う
し
ろ
め
た
さ
を
感

じ
て
、
パ
ッ
ク
を
下

げ
る
と

ゴ

ツ

ゴ
ツ
と
素
早
く
帰
っ
た
も
の

で
す
。
「
あ
の
お
母

さ
ん
は
育
児
に

手
抜
き
を
し
て
い
る
」
と
思
わ

れ
る
の
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は

「
紙
オ
ム
ツ
は
や
っ
ぱ
り
な
ん

と
な
く
、
赤
ち
ゃ
ん
に
よ
く
な

い
も
の
」

と
母
親
の
直
感
で
感

じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
お
母

さ
ん
も
、
二
度
、
三
度
と
使
う

う
ち
に
、
平
気
で
紙
オ
ム
ツ
の

大
き
な
パ
ッ
ク
を
下
げ
て
帰
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
に
し
ろ
、
毎
日
、
こ
れ
で

も
か
こ
れ
で
も
か
と
押
し
つ
け

る
よ
う
に
流
さ
れ
る
、
テ
レ
ビ

の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
で
す
。

「
一
日
わ
ず
か
四
枚
」「
お
し
つ

こ
三
回
分
」「
朝
ま
で
平
気
」「
も

れ
な

い
」「
ム
レ
な
い
」「
赤
ち
ゃ

ん
快
適
」
な
ど
と
、
毎
日
耳
に

タ
コ
が
で
き
る
ほ
ど
メ
ー
カ
ー

の
宣
伝
を
聞
か
さ
れ
れ
ば
、
そ

れ
が
は
た
し
て
本
当
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
「
そ
ん
な

も
の
か
な
」
と
い
つ
の
ま
に
か

信
じ
こ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
お
隣
り
の
奥
さ
ん

も
お
向
か
い
の
奥
さ
ん
も
使
っ

て

い
る
の
で
す
。

「
あ

ら
、

ま

だ

使
っ

て

な

い

の
？
洗
濯
の
手
間
が
い
ら
な
い

も
の
、
ラ
ク
よ
」

「
旅
行
の
と
き
な
ん
か
、
オ
ム

ツ
交
換
し
な
く
て
い
い
か
ら
、

便
利
だ
っ
た
わ
」
と
、
紙
オ
ム

ツ
を
使
わ
な
い
の
が
ま
る
で
、

流
行
遅
れ
か
、
子
育
て
が
ヘ
タ

表（１） 紙オムツの素材表示

１
日
出

１５
日

康
相
談
日

龍

心

ｊ

２８
日
面

午
前
９
時
～
１２
時

場
所

役
場
健
康
相
談
室

電
話
で
の
健
康
相
談
も
受
付

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

基
本
健
康
診
査

４
日
㈹

大
佐
井
地
区

場
所

ア
ル
ザ
ス

５
日
團

古
佐
井
地
区

場
所

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
午
前
１０
時
～
‥且
時

午
後
１
時
～
２
時

※
本
村
地
区
の
方
で
９
月
の
基

本
健
康
診
査
を
受
け
な
か
っ

た
方
は
、

ぜ
ひ
受
け
て

く
だ

さ
い
。
４
日

が
大
佐
井
地
区
、
５

日
が
古
佐
井
地
区
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
都
合
の
よ
い
日

程
で
受

け
て
か
ま
い
ま
せ
ん

の
で
、
担
当
の
保
健
協
力
員

に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

７
日
原

原
田
地
区
ふ
れ
あ
い

交
流
会

場
所

原
田
生
活
改
善
セ
ン

時
間

午
前
１０
時
３０
分
～

１０
日
囲

両
佐
井
地
区
ふ
れ
あ

い
交
流
会

場
所

ア
ル
ザ
ス

時
間

午
前
幵一
時
～
午
後
２

時

１８
日
㈹

リ
（

ビ
リ
教
室

時
間

午
前
１０
時
～
午
後
２

時

場
所

ア
ル
ザ
ス

（
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
）

２５

日
㈹

乳
児
・
一
歳
６
ヶ

月
・
二
歳
児
検
診

対
象

平
成
２
年
８
月
生

平
成
２
年
５
月
生

一
歳
半

‥
平
成
元
年
４
月
～
６

月
生

二

歳
一
昭
和
６３
年
１０
月
～
１２

月
生

時
間

１２
時
３０
分
～

場
所

役
場
セ
ン
タ
ー
和
室



だ
と
で
も
い
う
か
の
よ
う
に
勝

手
に
決
め
つ
け
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
子
ど
も
を
出
産

し
た
病
院
で
も
、
見
本
を
く
れ

た
く
ら
い
で
す
か
ら
、
「
こ
れ

は
使
っ
て
も
安
心
な
の
か
も
し

れ
な
い
」
と
、
世
の
中
の
新
米

お
母
さ
ん
た
ち
は
、
思
い
は
じ

め
ま
す
。

で
も
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く

だ
さ
い
。

本
当
に
、
紙
オ
ム
ツ
は
「
使
っ

て
安
心
」
な
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
第
一
に
、
紙
オ
ム
ツ
は

実
は
「
紙
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

紙
オ
ム
ツ
の
パ

″
ゲ
ー
ジ
の
底

に
印
刷
さ
れ
て

い
る
材
質
表
示

は
表
剛
の
通
り
で
す
。

表
面
も
中
も
ほ
と
ん
ど
９９
％

が
石
油
製
品
、

い
わ
ば
、
あ
れ

は
本
当
は
「
石
油
オ
ム
ツ
」
と

い
う

べ
き
も
の
な
の
で
す
。

こ
れ
だ
け
で
も
、
メ
ー
カ
ー

が
ウ
ソ
を
つ
い
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
、
と
て
も
大
切
な
「
通
気
性
」
。

紙
オ
ム
ツ
を
使
っ
て
い
る
お

母

さ
ん
な
ら
誰
で
も
、
実
は
気

が
つ
い
て
い
る
の
で
す
。
紙
オ

ム
ツ
を
交
換
の
た
め
あ
け
る
と

赤
ち
ゃ
ん
の
お
チ
ン
チ
ン
や
お

尻
が
い
つ
も
ま
っ
か
っ
か
に
た

だ
れ
て
い
る
こ
と
を
。

何
回
か
続
け
て
使
う
と
、
こ

の
た
だ
れ
は
よ
り

い
っ
そ
う
ひ

ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。
紙
オ
ム

ツ
の
通
気
性
は
、
実
は
ゼ
ロ
以

下
な
の
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
お

尻
は
不
快
な
湿
度
で
ま
さ
に
オ

ム
ツ
地
獄
で
す
。

こ
れ
が
メ
ー
カ
ー
の
二
つ
目

の
ウ
ソ
。

少
し
で
も
か
し
こ
い
お
母
さ

ん
な
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
尻
に

悪
い
も
の
は
、
も
う
使
う
ま
い

と
思
う
は
ず
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
便
利
だ
か
ち

洗
濯
の
手
間
が
い
ら
な
い
か
ら

と
い
う
誘
惑
に
負
け
て
し
ま
う

お
母
さ
ん
が
い
ま
す
。
た
し
か

に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
衣
類
の
洗
濯

は
た
い
へ
ん
で
す
か
ら
、
そ
の

気
持
ち
は
わ
か
ら
な
い
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
働
い
て
い

る

お

母

さ

ん

だ

と

し

た

ら

、

少

し

で

も

家

事

の

量

を

減

ら

し

た

い

で

し

ょ

う

。

で

も

、

そ

の

わ

ず

か

な

手

抜

・

一

一

・

ゆ
・

き

の

た

め

に

、

大

切

な

我

が

子

―
一

一

●
一

一

・

一

一

一

の

成

長

に

ヒ

ビ

が

は

い

る

の

だ

と

し

た

ら

…

、

お

母

さ

ん

は

そ

れ

で

も

、

自

分

が

ラ

ク

を

し

た

い

と

思

う

で

し

ょ

う

か

。

は

た

し

て

通

気

性

が

あ

る

の

か

素

人

の

目

に

は

ま

っ

た

く

わ

か

り

ま

せ

ん

。

お

母

さ

ん

自

身

通

気

性

の

実

験

を

行

っ

て

み

て

く

だ

さ

い

。

Λ

実

験

１

▽

紙
オ
ム
ツ
の
中
は
不
快
感
１００
％

通
気
性
の
な
い
紙
オ
ム
ツ
を

何
時
間
も
お
尻
に
ぐ
る
ぐ
る
巻

か
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
気
分
は

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
つヽ
か
。

赤
ち
ゃ
ん
が
紙
オ
ム
ツ
で
ど

れ
だ
け
不
快
な
思
い
を
し
て
い

る
の
か
、
Ｃ
Ｍ
を
う
の
み
に
し

て
い
み
お
母
さ
ん
は
、
想
像
し

た
こ
と
も
な
い
の
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
な
ら
紙
オ
ム
ツ
を
体
験
し

た
お
母
さ
ん
は
い
な
い
か
ら
で

す
。
一
度
で
も
、
自
分
の
不
快

な
体
験
が
あ
れ
ば
、
よ
も
や
自

分
の
加
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
に
、

オ
ム
ツ
地
獄
を
味
わ
わ
せ
よ
う

な
ど
と
思
い
も
し
な
い
で
し
ょ

だ
か
ら
こ
そ
お
母
さ
ん
に
は

ぜ
ひ
体
験
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
と
い
っ
て
も
わ
ざ
わ
ざ
大

人
用
の
紙
オ
ム
ツ
を
買
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
、
も
っ
と
簡
単

に
不
快
感
を
は
か
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。

Λ
実
験
２
と
３
▽

＜実験１＞

まず、ふっうのウールのオムツカバーを手に持って、窓ガラスの前に立ちます。（ガ

ラステーブルでもよい）。オムツカバーを顔の前に広げ、マスクのように囗に密着させ

そのままガラスに顔を近づけて、カバーの内側から思いきり「ブーツ」と息を吹きかけ

ます。オムツカバーの向こう側、ガラスの表面が白くくもりましたね。あなたの息が繊

維を通過してガラスに到達した証拠です。つまり、

カバーには通気性があるということが証明されま

した。では次に紙オムツを同じように顔の前で広

げ、ガラスに顔を近づけて、思いきりブーツと息

を吹きかけてみて下さい。透明で何のくもりもな

ければ通気性はゼロです。



＜ 実験２＞

紙オムツを開いて、お尻の部分にお母さん

の手をのせ、手首から先を紙オムツでピッチ

リくるむようにして、テープでとめます。つ

まりお母さんの手を赤ちゃんのお尻のかわり

にするのです。この時、赤ちゃんの足の出る

部分をなるべく閉じるようにすること。その

まま５分間待つと、手がじっとり汗ばんでく

るのがわかりますか。１０分、

１５分、もしていると、早くは

ずしたいという気持ちになる

はずです。紙オムツの中の湿

度は９５％以上、不快感は９０％

以上です。そしてそれが、赤

ちゃんのおしっこでぬれたと

き１００％になります。

＜ 実 験 ３＞

先はどの紙 オムツを再び開い

て、ちょうど赤ちゃんがおしっ

こをするあたりに、コップ１杯

の水をザ アーツとこぼし ます。

それから実験２と同様に紙 オム

ツでお母さんの手首かやら先 を

ピ ッチリとくるみ、テープをと

めます。その まま何分ガマンで

きるでしょうか。 ５分ならふつ

うで、１０分なら

かなり鈍い人で

す。それでも、

赤ちゃんのして

いる時間に比べ

たら、スズメの

涙のようなもの

ですが…。

赤
ち
ゃ
ん
は
怒
っ
て
い
ま
す

紙
オ
ム
ツ
が
ど
ん
な
に
赤

ち
ゃ
ん
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ

て
い
る
か
、
実
験
を
や
っ
て
み

て
現
実
の
不
快
感
を
味
わ
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

い
か
が
で
し
た
か
？

そ
の
時
の
不
快
感
は
と
て
も

言
葉
に
は
言
い
尽
く
せ
ま
せ
ん

国 保

の
しおり

国

保

の

給

付

窓

口

の

負

担

額

は

三

割

で

す

み

ま

す

国
保
で
診
療
を
う
け
る
と
、

窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金

は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
三
割

で
す
み
ま
す
。

し
か
し
、
あ
な
た
が
窓
口
で

支
払
っ
た
金
額
が
そ
の
日
に
か

か
っ
た
医
療
費
の
全
額
だ
と

思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

例
え
ば
窓
口
で
支
払
っ
た
金

額
が

气
六
五
〇
円
で
し
た
ら
、

こ
れ
は
総
医
療
費
の
三
割
に
あ

た
る
金
額
で
、
実
際
に
は
五
、

五
〇
〇
円
の
医
療
費
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。

総医療費×０．３

＝１，６５０円

総医療費－

１，６５０円÷０．３

＝５，５００円

嚇観 りｔいＥわ」丶作Ｊあぐ費
｛

療養療額高 鮒匹療 ■
国
保
に
は
み
な
さ
ん
の
役
に
立
つ
い
ろ
い
ろ
な
給
付
が
滴
刃
ま
す
パ

●
出
生
児
を
育
て
た
と
き

●
加
入
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き

●
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

●
柔
道
整
復
師
の
施
術
費

●
Ｊ
ル
セ

ヴ
ト
な
ど
の
補
装
具

●
輪
血
の
た
め
ら
生
血
代

●
あ
ん
ま
、
は
り
、
マ
。
サ
ー

ジ
、
き
ゅ
う
の
施
術
費

●
歩
行
不
能
・
困
難
な
患
者
の

移
送
、
手
術
後
ま
た
は
重
病

等
心
と
き
の
看
護
の
費
用

●
や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
国

保
の
取
り
扱
い
を
し
て
い
な

い
医
療
機
関
で
み
て
も
ら
っ

た
と
き
や
、
保
険
証
が
使
え

な
か
っ
た
と
き

●
費
用
が
か
さ
む
と
き

●
病
気
に
な
っ
た
と
き

●
ヶ
ガ
を
し
た
と
き

●
歯
が
痛
む
と
き

こ

ん

な

と

き

育
児
手
当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

葬
祭
費
が
支
給
さ
れ
ま
す

助
産
費
が
支
給
さ
れ
ま
す

国
保
の
取
り
扱
い
を
し
て
い
る

柔
道
整
復
師
で
施
術
を
う
け
た

場
合
に
は
、
医
療
機
関
と
同
様

に
一
部
負
担
金
で
施
術
が
う
け

ら
れ
ま
す

々 々 ク

審
査
の
う
え
、
決
定
し
た
額
の

７
割
ま
た
は
８
割
に
つ
い
て
払

い
戻
し
が
う
け
ら
れ
ま
す

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
た

費
用
が
、
五
七
、
〇
〇
〇
円
を

超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分

に
つ
い
て
払
い
戻
し
が
う
け
ら

れ
ま
す

か
か
っ
た
費
用
の
３
割
ま
た
は

２
割
を
支
払
う
だ
け
で
治
る
ま

で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

こ

の
よ

う

な
給
付

が

ク

医
者
の
同
意
書
が
必
要

医
者
の
指
示
が
あ
っ
た
場

合
。
事
前
に
国
保
の
承
認

が
必
要

事
情
を
よ
く
審
査
し
た
う

え
で
支
給
し
ま
す

被
保
険
者
が
鬯

の
医
療

機
関
で
同
一
月
に
か
か
っ

た
費
用
に
対
し
て
で
あ
り
、

差
額
ベ
ヴ
ド
な
ど
保
険
給

付
の
対
象
と
な
ら
な
い
も

の
に
は
適
用
さ
れ
な
い

国
保
を
取
り
扱
っ
て
い
る

医
療
機
関
へ
保
険
証
を
提

示
す
る
こ
と

注

意

し
た

い

こ
と

え

び

か
に

海

老

・

蟹

肺

カ
ニ
の
甲
羅
に
入
っ
て
い
る

キ
チ
ン
を
活
用
す
る
方
法
も
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
。
甲
藉
を
粉

状
に
砕
い
て
さ
ら
に
ペ
ー
ス
ト

状
に
し
、
圧
力
を
か
け
る
と
糸

状
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
作

り
出
さ
れ
た
糸
は
、
外
科
用
手

術
の
糸
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
体
に
た
い
へ
ん
よ
く
な

じ
む
う
え
に
抜
糸
す
る
必
要
が

な
く
、
胃
や
腸
の
手
術
を
す
る

と
き
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
や
人
｝上

皮
膚
も
、
カ
ニ
の
甲
羅
か
ら
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
糸
と
同
様
、

よ
く
な
じ
む
の
で
、
異
和
感
が



が
、
そ
の
体
験
が
、
紙
オ
ム
ツ

が
ど
ん
な
に
非
人
間
的
な
も
の

か
を
肌
で
わ
が
ら
せ
て
く
れ
た

の
で
す
。

子
ど
も
の
一
生
を

台
無
し
に
し
て
も
い
い
の
で
す
か
？

キ

ゲ

ン

が

悪

け

れ

ば

、

き

れ

い

な

景

色

も

、

美

し

い

音

楽

も

や

さ

し

い

お

母

さ

ん

の

声

も

、

赤

ち

ゃ

ん

の

心

に

は

響

き

ま

せ

ん

。赤

ち

ゃ

ん

が

す

こ

や

か

に

、

や

さ

し

く

、

心

豊

か

な

子

ど

も

に

育

つ

た

め

の

い

ろ

い

ろ

な

刺

激

が

、

す

べ

て

裏

目

に

出

て

、

赤

ち

ゃ

ん

は

や

が

て

と

て

も

反

抗

的

に

な

っ

て

い

き

ま

す

。

気

持

ち

よ

け

れ

ば

、

一

日

に

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

●

１０

も

２０

も

新

し

い

物

事

を

覚

え

て

い

く

は

ず

の

赤

ち

ゃ

ん

の

脳

は

、

不

快

な

イ

ラ

イ

ラ

の

連

続

の

中

で

、

停

滞

し

、

鈍

り

が

ち

に

な

り

ま

す

。

紙

オ

ム

ツ

は

、

赤

ち

ゃ

ん

の

脳

の

発

達

を

悪

く

す

る

原

因

な

の

で

す

。

今

、

物

理

的

に

便

利

だ

か

ら

と

い

う

理

由

だ

け

で

、

赤

ち

ゃ

ん

の

心

と

が

ら

だ

が

む

し

ば

ま

れ

て

い

ま

す

。

赤

ち

ゃ

ん

に

害

を

及

ぼ

す

も

の
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
を
守
っ
て

あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
一
人
一
人

の
お
母
さ
ん
し
か
い
ま
せ
ん
。

た
っ
た
一
年
ほ
ど
の
わ
ず
か

な
便
利
さ
を
手
に
入
れ
た
と
し

て
も
、
反
抗
的
に
な
っ
た
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
あ
と
で
必
ず
手
痛

い
し
っ
ぺ
返
し
を
受
け
る
で

し
ょ
う
。
そ
う
な
っ
て
か
ら
で

は
も
う
遅
い
の
で
す
。

天
性
の
、
限
り
な
い
能
力
を

持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ

ん
で
す
。

そ
の
能
力
を
、
思
う
存
分
伸

ば
し
て
あ
げ
る
た
め
に
は
、
よ

い
環
境
と
、
お
母
さ
ん
の
か
し

こ
さ
が
必
要
な
の
で
す
。

あ
な
た
の
赤
ち
ゃ
ん
を
、
紙

オ
ム
ツ
公
害
か
ら
守
る
た
め
に

一
人
で
も
多
く
の
お
母
さ
ん
が

紙
オ
ム
ツ
の
実
体
を
よ
く
知
る

た
め
に
、
次
回
の
新
年
号
か
ら

シ
リ
し
ス
を
組
み
ま
す
の
で
、

読
ん
で
く
だ
さ
い
。

差
額
の
三
、
八
五
〇
円
は
国

保
が
負
担
し
て
い
る
の
で
す
。

（
退
職
者
医
療
制
度
の
一
部
負

担

金

は
二

割

ま
た

は
三

割

で

す
。）

医
療

費

が
た

く
さ
ん
か

か
る

ど

う

し

よ

う

／

健
康
が
な
に
ょ
り
。
で
も
大

病
や
治
療
が
長

び
い
た
と
き
、

病
気
の
不
安
は
も
ち
ろ
ん
、
お

金
の
心
配
も
大
き
な
問
題
で
す
。

そ
ん
な
あ
な
た
の
不
安
を
解

消
し
て
く
れ
る
の
が
「
高
額
療

養
費
」
の
支
給
制
度
で
す
。
こ

の
制
度
は
、
医
療
費
の
自
己
負

担
が
、
あ
る
一
定
額
を
超
え

る

と
、
そ
の
差
額
分
が
あ
と
か
ら

払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

○
一
定
額
の
基
準

同
じ
人
が
、
同
じ
月
に
、
同

じ
医
療
機
関
で
支
払
っ
た
医
療

費
の
合
計
が
五
七
、
〇
〇
〇
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
三

一
、
八
〇
〇
円
）
を
超
え
た
と

き
適
用
さ
れ
ま
す
。
く
わ
し
い

こ
と
は
、
民
生
相
談
課
保
健
衛

生
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

少
な
く
、
た
い
へ
ん
に
好
評
と

聞
き
ま
す
。
こ
の
他
、
シ
メ
ジ

や
エ
ノ
キ
ダ
ケ
の
人
｝⊥
栽
培
、

ヘ
ド
ロ
処
理
な
ど
、
カ
ニ
の
甲

羅
は
思

い
も
よ
ら
な
い
使
わ
れ

方
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
残

念
な
こ
と
に
甲
羅
の
利
用
価
値

が
高
ま
る
に
つ
れ
て
肝
心
の
力

二
の
水
揚
げ
が
槇
バ
イ

ど
こ
ろ

か
下
降
気
味
で
、
タ
ラ
バ
ガ
ニ

は
も
ち
ろ
ん
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
も
高

価
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
で
、
力
二
を
よ
く
見

る
と
、
片
側
に
足
が
一
二
本
の
も

の
と
四
本
の
も
の
が
あ
る
こ
と

に
気

づ
か

れ

る
こ
と

で
し
ょ

う
。
タ
ラ

バ
ガ
ニ
は
一
二
本
で
、

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は
四
本
。
タ
ラ
バ

ガ
ニ
は
、
な
ん
と
ヤ
ド
カ
リ
の

仲
間
な
の
で
す
。
一
方
の
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
は
総
称
で
、
地
方
に
よ

り
越
前
ガ
ニ
、
松
葉
ガ
ニ
な
ど

の
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

タ
ラ
バ
ガ
ニ
の
名
の
由
来

は
、
タ
ラ
が
た
く
さ
ん
獲
れ
る

所
、
つ
ま
り
タ
ラ
場
分
ら
き
て

い
る
の
で
す
が
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

は
海
で
は
な
く
山
の
切
り
株
か

ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
か
。

き
こ
り
が
木
を
切
り
倒
し
た
あ

と
、
切
り
株
か
ら
若
い
ま
っ
す

ぐ
な
枝
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま

す
。
こ
の
小
枝
の
こ
と
を
、
ス
ワ

エ
（
楚
・
梏
・
抄
）
と
か
ズ
ワ

エ
と
い
い
、
こ
れ
が
カ
ニ
の
形

に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
ズ
ワ

イ

ガ
キ
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

（
お
も
し
ろ
魚
健
康
読
本
よ
り
）

卜

Ｊ

兄

＝
々

ヽ

分

状

療

の

診

費

月

療

８

医

＝

４

国 保 （若 人 分 ） 加入者数 ２、０２３人

区 分 件 数 日 数 医 療 費 謚 謚
人 院 ３０ ５２３ ８，５４９，６６０ ２８４，９８９ ４，２２６

人 院 外 ８９３ １，７５１ ９，９３１，８８０ １１，１２２ ４，９０９

歯 科 １５８ ３６４ ２，４３９、２６０ １５，４３８ １、２０６

薬剤の支給 ９３ １２２回 ６６５，５５０ ７，１５６ ３２９

計 １，１７４ ２１，５８６，３５０ １８，３８７ １０，６７０

退 職 者 医 療 加人者数 ５５人

区 分 件 数 日 数 医 療 費 謚 謚
人 院 ２ ４８ ９０１，４１０ ４５０，７０５ １６，３８９

人 院 外 ２７ ５９ ４３７，６４０ １６，２０９ ７，９５７

歯 科 １ １ ２，６６０ ２，６６０ ４８

薬剤の支給 ５ ８回 ５５，８９０ １１、１７８ １，０１６

計 ３５ １，３９７，６００ ３９、９３１ ２５，４１０

老 人 医 療 対 象者数 ４３５人

区 分 件 数 日 数 医 療 費 謚 謚
人 院 ２６ ４７４ ７，４４２，０８０ ２８６，２３４ １７，１０８

人 院 外 ４０９ １，１８３ ８，２５９，３４０ ２０，１９４ １８，９８７

歯 科 ２３ ５９ ４０２，０６０ １７、４８１ ９２４

薬剤の支給 ４２ ５９回 ４２０，９６５ １０，０２３ ９６８

計 ５００ １６，５２４、４４５ ３３，０４９ ３７，９８７



交佞だより

佐 井 村

交通安全毋の会

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

指
導
者
講
習
会
に
参
加
し
て

会
長
松

谷

三

枝

十
月
十
六
日
・
十
七
日
の
両

日
に
わ
た
り
、
秋
の
み
ち
の
く

路
盛
岡
市
に
お
い
て
、
第
十
七

回
交

通
安

全
母

の
会
東

北

ブ

ロ
ッ
ク
指
導
者
講
習
会
並
び
に

第
四
回
交
通
安
全
母
の
会
岩
手

県
大
会

が
盛
岡
劇
場
で
開
催

さ

れ
、
佐
井
村
も
事
例
発
表
と
い

う
こ
と
で
参
加
し
勉
強
し
て
き

ま
し
た
。

一
日
目
は
式
典
の
後
、
元
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
川
上
裕
之

さ
ん
の
「
母
の
力
に
期
待
す

る
」

と
題
し
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
川
上
さ
ん
は
、
生
涯
学
習

と
し
て
交
通
安
全
に
取
り
組
み

現
在
に
至
っ
て
お
り
、
今

は
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
男
性
ド
ラ
イ

バ
ー
の
Ｉ
・
五
倍
の
率
で
事
故

を
起
こ
し
、
年
々
増
加
の
傾
向

に
あ
り
、
特
に
四
十
代
か
ら
上

が
多
い
こ
と
や
高
齢
者
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
も
増
え
て

お
り
、
個
人
差
は
あ
る
が
平
均

六
十
五
歳
が
運
転
の
み
き
り
時

で
は
な
い
か
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
高
校
生
の
三
な
い

運
動
は
や
め
て
、
段
階
を
ふ
ん

で
自
転
車
、
二
輪
車
、
四
輪
車

を
運
転
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
い
か
し
交
通
安
全
意
識
を
植

え
つ
け
る
よ
う
に
し
た
方
が
い

い
の
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
佐
井
村
の
事
例
発
表

で
は
「
村
ぐ
る
み
交
通
安
全
運

動
の
推
進
力
と
な
っ
て
」
と
題

し
て
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
次

に
福
島
県
小
高
町
の
交
通
安
全

母
の
会
か
ら
「
高
齢
者
の
交
通

安
全
」
と
題
し
て
、
日
頃
の
活

動
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
会
場
を
サ
ン
セ
ー
ル

盛
岡
に
移
し
、
岩
手
県
か
ら
二

つ
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
先
に
石
鳥
谷
町
の
交
通
安

全
母
の
会
か
ら
「
小
さ
な
ふ
れ

あ
い
の
中
か
ら
」
と
題
し
て
、

父
親
を
事
故
で
失
い
悲
し
み
の

中
か
ら
立
ち
上
っ
て
交
通
安
全

運
動
に
携
わ
り
、
今
年
死
亡
事

故
が
多
発
し
た
花
巻
地
区
で
、

一
声
運
動
を
展
開
し
事
故
防
止

に
努
め
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
二
戸
地
区
の
交

通
安
全
母
四
会
か
ら
「
高
齢
者

１２ｈ１１ヨ現 在

交通事故死ゼロ

２

，

５９３
日

今
月
の
交
通
安
全
標
語

う

き

う

き

の

ク
リ
ス
マ
ス
で
も
ト
ナ
カ
イ
は

サ
ン
タ
を
乗
せ
て
安
全
運
転

浜

野

英

徳

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 一 交通安全は家庭から

県 内 の 交 通 事 故 概 況

青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から

Ｏ 飲酒運転による死者は、死者全体の２５％

○ シートベルトを着けていないと、４倍の死亡率



の
家
庭
訪
問
」
と
い
う
こ
と
で
、

タ
オ
ル

や
湯
呑
み
、
せ
ん
べ
い

な
ど
毎
年
品
物
を
替
え
て
家
庭

訪
問
し
な
が
ら
事
故
防
止
に
努

め

た
と
の
報

告

が
あ
り

ま
し

た
。全
体
討
議
で
は
、
佐
井
村
の

村
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
に
取

り

組
ん
で
す
ば
ら
し
い
と
い
う
声

を
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
や
は
り
行
政
と
夕

イ
ア
ッ
プ
し
て
活
動
す
る
こ
と

が
や
り
が
い
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
交
通
安
全
教
育
は
生
涯

学
習
だ
。
交
通
安
全
母
の
会
は

基
本
を
ふ
ま
え
て
活
動
し
、
家

族
ぐ
る
み
で
話
し
合
い
、
母
親

と
し
て
子
ど
も
の
手
本
と
な
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
確
認
し
講

習
会
を
終
え
ま
し
た
。

二
日
間
に
わ
た
る
講
習
会
は

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
の
糧
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

幼

児

の

交

通

安

全

教

育

指

導

者

研

修

会

に

参

加

し

て

副
会
長

東

出

弌`

ヤ

幼
児
の
交
通
安
全
教
育
指
導

者
研
修
会

が
、
十
月
十
八
日
青

森
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
幼
児
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
知
恵

を
出
し
あ
っ
て
、
交
通
事
故
に

歯
止
め
を
か
け

。自
分
の
命
は

自
分
で
守

る
”
こ
と
の
大
切
さ

を
教
育
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
今
回
で
六
回
目
と
な
り
ま
す
。

講
話
で
は「
命
っ
て
な
あ
に
」

と
題
し
、
大
谷
幼
稚
園
長
の
照

井
敏
彦
氏
か
ら
お
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。
人
形
を
使
っ
て
腹
話

術
で
子
ど
も
と
の
会
話
の
や
り

と
り
の
中
で
、
交
通
安
全
と
命

の
大
切
さ
を
わ
か
り
や
す
く
話

さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
と
は
、
車
に
ひ
か

れ
な
い
よ
う
に
、
ケ
ガ
を
し
な

い
よ
う
に
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
道
路
の
右
側
を
歩
き
ま

し
ょ
う
。
飛
び
出
し
は
い
け
ま

せ
ん
。
四
歳
の
子
ど
も
は
、
囗

で
言
う
よ
り
母
親
の
行
動
を
よ

く
見
て
ま
ね
ま
す
。
子
ど
も
に

接
し
て
い
る
と
、
そ
の
家
庭
の

様
子
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か

る
こ
と
。
そ
し
て
、
自
転
車
の

買
い
与
え
の
安
易
さ
も
強
く
指

摘
し
て

い
ま
す
。
な
ぜ
交
通

ル
ー
ル
を
覚
え
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
、
我
が
子
に
自

転
車
を
与
え
た
そ
の
時
に
、
一

緒
に
な
っ
て
交
通
ル
ー
ル
の
大

切
さ
を
教
え
、
生
き
て
る
喜
こ

び
、
他
人
へ
接
す
る
心
、
思
い

や
り
の
心
を
育
て
、
大
人
に

な
っ
た
と
き
立
派
な
運
転
者
、

歩
行
者
に
な
る
た
め
に
指
導
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

実
技
指
導
で
は
、
交
通
安
全

教
室
の
進
め
方
と
し
て
、
実
際

に
あ
っ
た
交
通
事
故
を
例
に
と

り
、
ス
テ
ー
ジ
に
設
置
し
た
信

号
機
で
横
断
歩
道
の
渡
り
方
の

良
い
例
悪
い
例
を
実
演
。
耳
で

音
、
目
で
車
、
安
全
な
場
所
で

右
を
見
な
が
ら
道
路
の
半
分
、

左
を
見
な
が
ら
半
分
渡
る
。
簡

単
そ
う
で
む
ず
か
し
い
、
何
気

な
い
普
段
の
渡
り
方
が
い
か
に

危
険
か
、
つ
く
づ
く
身
に
し
み

た
一
日
で
し
た
。

帰
り
の
車
中
で
、
こ
れ
ら
の

こ
と
を
今
後
の
交
通
安
全
の
指

導
で
活
か
せ
た
ら
い
い
な
あ
と

感
じ
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
。家
族
の
中
で
だ
れ
が

一
番
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い

ま
す
か
”
と
聞
か
れ
た
ら
、
。私

の
家
で
は
お
母
さ
ん
で
す
”
と
声

高
く
子
ど
も
に
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

年

末

年

始

の

交

通

事

故

防

止

上
父
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
一
人
一
人
が
正
し
く
実
践
－

今
年
は
、
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
が
、
一
万
一
千
人
を
超
え

た
昨
年
を
上
回
る
勢
い
で
増
加

し
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
は
、
例
年
車
の
量
、

人
の
流
れ
が
多
く
な
り
ま
す
。

特
に
こ
の
時
期
は
、
気
分
的
に

も
慌
た
だ
し
く
な
り
、
先
を
急

ぐ
あ
ま
り
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過

ぎ
た
り
、
忘
年
会
な
ど
で
の
飲

酒
の
機
会
も
多
く
な
る
こ
と
か

ら
、
速
度
超
過
、
信
号
無
視
、
飲

酒
運
転
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故

の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

▼
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、

く
れ
ぐ
れ
も
ス
ピ
ー
ド
は
控
え

め
に
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
安
全

運
転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や

め
ま
し
よ
つヽ
。

▼
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
、
飛
び

出
し
や
車
の
直
前
直
後
の
横
断

は
危
険
で
す
。
道
路
を
横
断
す

る
と
き
は
必
ず
横
断
歩
道
を
渡

り
ま
し
ょ
つヽ
。

交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
一

人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
と
交
通

マ
ナ
ー
を
正
し
く
実
践
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

年
末
や
お
正
月
に
は
、
家
族

全
員
の
顔
が
そ
ろ
う
家
庭
も
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
機
会

に
家
族
全
員
で
、
な
ぜ
事
故
が

起
き
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら
防

げ
る
の
か
、
歩
行
者
の
立
場
か

ら
、
自
転
車
に
乗
る
側
の
立
場

か
ら
、
自
動
車
や
二
輪
車
の
運

転
者
の
立
場
か
ら
、
身
近
で
起

こ
っ
た
「

ビ
ヤ
ッ
」
と
し
た
り

「
ド
キ
ッ
」
と
し
た
り
し
た
体

験
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
交

通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
あ
な
た

の
家
庭
か
ら
、
交
通
事
故
の
被

害
者
も
加
害
者
も
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｓ ０１７７－２３－２３７９

サラリーマンの

確 定 申 告
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
一
年

間
の
所
得
納
の
納
税
は
完
了
し

ま
す
が
、
給
与
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
二
十
万
円
を

超
え
る
人
や
、
給
与
を
二
ヵ
所

以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
人
な

ど
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
人
や
災
害
に
あ
っ
た
人

な
ど
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
最
寄

り
の
税
務
相
談
室
ま
た
は
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

１ ２ 月 ３ １ 日 は

村 県民 税（３ 期 ）固 定 資産

税（３ 期 ）の 納 期 限 で す

一納期内納付にご協力ください＝

記帳に基づく

正しい申告を
商
売
な
ど
を
し
て

い
る
方

が
、
自
分
の
所
得
を
正
確
に
計

算
す
る
た
め
に
は
、
毎
日
の
取

引
を
き
ち
ん
と
記
帳
し
、
取
引

記
録
等
を
保
存
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

青
色
申
告
を
し
て
い
な
い
方

で
も
、
一
定
の
基
準
に
該
当
す

る
方
は
、
記
帳
や
記
録
の
保
存

な
ど
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

記
帳
の
し
か
た
な
ど
に
つ
い

て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税

務
相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

法定調書の提出は

１ 月３１日 ま で

給料、報酬、不動産の

使用料などの支払者は、

その支払先ごとに支払金
額や源泉徴収税額などを

記載した法定調書を税務

署に提出することになっ

ています。

提出期限は翌年の１月

３１日です。

なお、詳しくは最寄り

の税務相談室や税務署に

お尋ねください。

国
民
年
金
の
保
険
料
を

納

め

ま

し

ょ

う

今
年
も
あ
と
残
す
と
こ
ろ
わ

ず
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
国
民

年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
め
忘
れ
の
あ
る
方
は
、
早

め
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

も
し
納
め
て
い
な
い
と
、
不

慮
の
事
故
な
ど
に
遭
っ
て
も
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

病
気
に
な
っ
た
り
、
事
故
に

遭
っ
て
か
ら
、
あ
わ
て
て
保
険

料
を
納
め
て
も
年
金
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
納
め
て
い
な
い
期
間

が
長
く
な
り
ま
す
と
、
長
寿
生

活
の
支
え
に
な
る
は
ず
の
老
齢

基
礎
年
金
が
少
な
い
額
し
か
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
最
悪
の

場
合
に
は
、
ま
っ
た
く
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

も
う
一
度
、
納
め
忘
れ
が
な

い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

年

金

の

併
給
調
整
に
つ
い
て

現
在
の
年
金
制
度
で
は
、
同

時
に
二
つ
以
上
の
年
金
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
本
人
の
選
択
に

よ
っ
て
、
一
つ
の
年
金
が
支
給

さ
れ
、
他
の
年
金
は
支
給
停
止

と
な
り
ま
す
。



例
え
ば
、
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
人
が
、
六
十
五
歳

に
な
っ
た
と
き
や
遺
族
に
な
っ

た
と
き
な
ど
、
二
つ
以
上
の
年

金
が
発
生
す
る
場
合
に
は

二

人
一
年
金
」

の
原
則
に
よ
り
、

一
つ
の
年
金
を
選
択
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

例
外
と
し
て
、
遺
族
厚
生
年

金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
老
齢

基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年
金
の

受
給
権
を
得
万
場
合
は
〔
老
齢

基
礎
年
金
十
老
齢
厚
生
年
金
〕

を
受
け
る
か
〔
老
齢
基
礎
年
金

十
遺
族
厚
生
年
金
〕
を
受
け
る

か
、

い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

二
つ
以
上
の
年
金
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、

役
場
民
生
相
談
課
の
国
民
年
金

の
係
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国

民

年

金

Ｑ

＆

Ａ

年

金

は

納

め

な

け

れ

ば

も

ら

え

ま

せ

ん

国
民
年
金
は

。
保
険
料
”

０
「

を
納
め
な
け
れ
ば
老
後
の

年
金
が
も
ら
え
な
い
と
聞
き
ま

し
た
が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
と
お
り
で
す
。
国
民

Ａ

年
金
は
保
険
料
を
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
（
最
低
二
十
五
年

以
上
必
要
で
す
）

ま
で
支
払
わ

な
け
れ
ば
将
来
年
金
が
も
ら
え

な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
場
合
は
、
加
入
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
未

納
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
将
来

年
金
を
も
ら
え
な
く
な
り
、
以

前
納
め
た
保
険
料
も
ム
ダ
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
保
険
料
は
納
期

限
内
に
必
ず
忘

れ
ず
に
納
め
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

国

民

年

金

保

険

料

は

ど

う

し

て

あ

が

る

の

か

国
民
年
金
保
険
料
は
毎
年

０

．
あ
が
っ
て
ぃ

る
よ
う
で
す

が
ど
う
し
て
あ
が
る
の
で
す
か
。

そ
れ
は
、
年
金
受
給
者
が

Ａ

年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と

と
、
現
在
受
け
て
い
る
年
金
額

も
増
額
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ

れ
に
と
も
な
い
保
険
料
の
負
担

も
い
く
ら
か
増
え
て
い
き
ま
す
。

年
金
給
付
額
と
保
険
料
負
担

額
は
今
後
も
高
齢
化
を
迎
え

る

二
十
一
世
紀
前
半
ま
で
は
段
階

的
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
き
ま

す
。

ア
メ
リ
カ
で
生
活
し
た
こ
と
の

あ
る
日
本
人
が
、「
冬
至
に
ゆ
ず
湯

に
は
い
る
習
慣
を
ふ
と
思
い
出
し

て
、
ゆ
ず
を
買
お
う
と
し
た
け
れ

ど
、
ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
」
と
、
い
っ
て
い
る
の
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ゆ
ず
は
中
国
が
原
産
地
で

す
が
、
い
ま
は
日
本
以
外
で

は
、
あ
ま
り
栽
培
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。

冬
至
に
ゆ
ず
湯
に
は
い
る

風
習
は
、
日
本
で
は
、
全
国

的
に
か
な
り
広
く
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ゆ
ず
を
丸
の
ま
ま

ま
た
は
輪
切
り
に
し
て
浴
槽
に
入

れ
ま
す
が
、
最
近
は
、
ゆ
ず
の
浴

剤
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
の
風
習
は
、
冬
至
に
ゆ
ず
湯

に
は
い
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と

か
、
冷
え
な
い
と
い
う
言
い
伝
え

か
ら
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
た
し

か
に
ゆ
ず
は
昔
か
ら
、
風
邪
、
あ

か
ぎ
れ
、
し
も
や
け
な
ど
の
薬
と

し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
冬
至
に
か
ぼ
ち
や

や
こ
ん
に
や
く
を
食
べ
る
習
慣
も

あ
り
ま
す
。

ゆ
ず
は
、
日
本
料
理
に
欠
か
せ

な
い
調
味
料
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
皮
を
吸
い
物
の
吸
口
に

し
た
り
、
千
切
り
に
し
て
、
煮
物

や
焼
き
物
に
の
せ
た
り
、
ま
た
、、

果
汁
を
刺
身
の
つ
け
汁
に
落
と
し

た
り
し
ま
す
。
ゆ
ず
を
く
り
抜
い

て
酢
の
物
や
あ
え
も
の
を
詰
め
た

「
ゆ
ず
釜
」
や
、
菓
子
の
「
柚
餅
子

（
ゆ
べ
し
）一
な
ど
は
、
ま
さ
に
日

本
の
味
で
す
。

寒
さ
に
向
か
う
こ
れ
か
ら

が
、
ゆ
ず
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

さ
て
、
寒
く
な
る
と
暖
房

の
使
用
な
ど
で
大
気
汚
染
濃

度
が
上
昇
し
ま
す
。
十
二
月

は
、「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月

間
」
で
す
。
暖
房
や
車
の
使

用
を
控
え
め
に
す
る
な
ど
の
工
夫

を
し
た
い
も
の
で
す
。



新

し

い

戸

籍

は

正

し

い

字

で

戸
籍
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取

得
す
る
場
合
と
か
、
相
続
登
記

を
す
る
場
合
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
に
、
戸
籍
は
、
日

本
人
に
つ
い
て
の
身
分
関
係
を

登
録
、
公
証
す
る
公
文
書
と
し

て
重
要
な
も
の
で
す
か
ら
、
正

し
い
文
字
で
記
載
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
戸
籍
の
中
に
は
、

氏
名
が
誤
字
あ
る
い
は
俗
字
で

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
官
公
署
の

窓
口
等
で
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
、

社
会
生
活
上
、
不
便
を
強
い
ら

れ
て
お
ら
れ
る
方
々
も
あ
る
よ

う
で
す
。

そ
こ
で
、
平
成
三
年
一
月
一

日
以
後
は
、
従
来
の
戸
籍
に
誤

字
、
俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る

氏
名
を
新
し
い
戸
籍
に
記
載
す

る
場
合
に
は
、
正
し
い
字
を
用

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

匸

新
し
い
戸
籍
に
は
正
し
い

字
で
記
載
し
ま
す
。

ド

従
来
の
戸
籍
に
氏
名
が

誤
字
、
俗
字
で
記
載

さ
れ

て
い
る
方
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
新

し
い
戸
籍
に
正
し
い
字
で

記
載
し
ま
す
。

ア
、
婚
姻
、
転
籍
な
ど
に

よ
っ
て
新
し
い
戸
籍
を

忤

る
場
合

イ
、
養

子

縁

組

な

ど

に

よ
っ
て
他
の
戸
籍
へ
入

籍
す
る
場
合

ウ
、
戸
籍
を
再
製
す
る
場

合
な
ど

口

誤
字
、
俗
字
を
正

し
い

字
で
記
載
す
る
場
合
に
は

届
出
の
時
あ
る
い
は
戸
籍

に
記
載
し
た
後
に
そ
の
旨

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑤

俗
字

の

う
ち
、
「
高
」

と
か
「
崎
」
な
ど
や
一
定
の

範
囲
の
字
に
つ
い
て
は
従

来
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
。

二

申
出
に
よ
っ
て
正
し
い
字

に
訂
正
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。現
在
の
戸
籍
に
つ
い
て
は

そ
の
ま
ま
で
は
正
し
い
字
に

は
直
り
ま
せ
ん
が
、
申
出
に

よ
っ
て
、
い
つ
で
も
戸
籍
に

記
載
さ
れ
て
い
る
誤
字
、
俗

字
を
正
し
い
字
に
訂
正
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

三

、

申

出

に

よ

っ

て

難

し

い
字

体

を

や

さ

し

い

字

体

に

直

す

こ

と

が

で

き

ま

す

。

戸

籍

に

記

載

さ

れ

て

い

る

氏

名

が

、

例

え

ば

「

邊

」

と

旧

字

体

で

記

載

さ

れ

て

い

る

た

め

、

ご
不

便

を

感

じ

て

お

ら

れ

る
方

は

、

申

出

に

よ

り

そ

の

字

体

に

対

応

す

る

新

字

体
（

通

用

字

体

）
で

あ

る
「

辺

」

に

直

す

（
更
正

す

る
）

こ

と

が

で

き

ま

す

。

年 末 年 始 の 休 診 日

・佐井診療所

１２月２９日、３０、３１日

１月１日、２日、

３日

・大間病院

１２月３０［］、３１［］

１月１日、２日、

３日

・むっ総合病院

１２月３０日、３１囗

１月１日、２日、

３日

※救急患者については、

休診［］で も受 付はしま

す。

満１歳になります

石 沢 真 衣ち４

（尚人・真弓）
古佐 井

戸籍の窓口
１１月１４日現在

○ お 誕 生 お め で と う

松原 聖（良 和）大佐井

新田 大規（雄 逸）磯 谷

宮澤 彩子（淳 一）大佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

（横浜 勝弥（磯 谷）

高成 富子（東 海 市）

（苫米地正広（十和田市）

越膳まい子（福 浦）

○ おく や み申し 上げま す

大畑 綱吉（憲 一）大佐井

竹本 たみ（夕 刊 牛 滝

坪谷 定男（政 道）大佐井

福田 よし（徳 義）磯 谷

個人のプライバシーを尊重す

る意味で、載せてほしくない人

は、届出の際に係まで申し出て

ください。

１０月３１日 現在人口（前月比）

男 １，８５２（ 一石）

女 １，８９１（一己）

計 ３７∠口（一竹）

世帯数 １，竹８（－２）
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